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生研庁舎付近の歴史

村松貞次郎・音川惇子

生研庁舎付近の歴史的，人文地理的な紹介である．この地は，もとの麻布区に属す

るので，麻布区を中心に，その地勢・往古からの麻布の歴史および主要な歴史遺跡

を解説する．また明治以降の当庁舎敷地および付近の変遷にふれ，あわせて庁舎建

　築の歴史にも言及した．さらに，付近の近代文学史上の遺跡の散歩も試みた．

　　　　　　　　　1．はじめに

　当研究所は昭和36年初頭，西千葉から現在の地に移

転を開始し，昭和37年11月初旬に広く移転披露の行

事が催されたのは記憶に新たなところである．

　この土地にも，すでに満3年になろうとする．腰が落

ちつくとともに，周

囲観わたす余裕も　　撫
でてきた．本誌の性

格からしてやや異例

ではあるが，生研庁

舎付近の歴史をつづ

って，お互いに早く

“住めば都”となりた

いと願うのである．

残念なことに筆者ら

にとって，この土地

は移転前まで，まっ

たくの異郷だった．

せいぜい調査したつ4
もりであるカい・わ／

d＿
か勉強は必ずポロが

出るものである．古

くからこの地にお住

いの方の永い生活体

験には及ぶべくもな

い．お気づきの点を

ご指摘下されば，ま

ことに幸いである．

　生研の現在地は東

京都港区麻布新竜土

町10番地である．

港区は昭和22年赤

坂・芝・麻布の旧三

区を合したものであ

り，新竜土町はそれ

まで麻布区に属して

いた．麻布区の称

は，明治11年11月の郡区町村編成法に基づくもので

ある．ここでは，この旧麻布区に範囲を限って生研周辺

をながめることにする．

　　　　　　2．麻布付近の地勢と地名

　麻布には坂が多い．武蔵野の台地が東京湾沿岸の沖積
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第1図麻布付近の地勢
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第2図　江戸切絵図のうち麻布の都（嘉永4年新刻）

層に終わるところだからである．この台地は，いわゆる

山手台地の一部である．これは遠く秩父山塊に発するも

ので，ほぼ甲州街道にそって南下し，東京ec入ると

新宿付近から三つの大きな岡脈に分れる，まず四谷

塩町・麹町・九段方面への台地と，赤坂離宮・紀匡

井町方面への台地とに分かれ，四谷台より南進する

一支脈は，信濃町・神宮外苑を経て分岐し，赤坂・

青［L「墓地台地と，青山台地を形成する．またこれら

の巾央を縫って信濃町から青1」」一丁日・竜土町・六

本木を経て之区に達する支脈があり，六本木付近か

らイ〉井町台地・飯倉町台地・本村町台地の三つの丘

に分かれる麻布台地を形成している．このため台地

と谷とが入りくんで坂が多く，旧麻布区内だけでも

有名無名50漁ある．有名なものでは，六本木交差

点からElガ窪へ下る芋洗坂〔曹，芋門屋が軒を並べ，

毎朝芋市が立ったという）・市兵衛町と三河台の間

の市三坂・狸穴坂・烏居坂・永坂・南部坂・霊南坂

などがある，その他狸坂に狐坂，うどん坂から暗闇

坂まである，

　坂を下ると谷がある．我善坊谷や谷町あるいは日

ガ窪がある．また青山墓地の丘の両1則から流れ．出し

た川は霞町で合し，広尾川（または笄川）となり，

笄町を経て天現寺橋付近で渋谷方面からくる渋谷川

と合して古川となり，旧麻布区の南を限って，現在

の都電古川橋・三ノ橋・ニノ橋・一ノ橋を流れ，赤

羽橋から芝を通って海にそそいでいる．その下流は

赤羽川・新堀川・金杉川とも呼ばれている．広尾川

は今は暗渠になっている．四谷から品川行の都電が

通っているところである．この流域一帯は広尾の

原，または土筆ガ原とよばれた広々とし．た原野であ

った．水車も回っていたらしい．

3

　このよ「iに台地ip　＃“　｛b　111h：あるため，麻布の土地の標

尚差ばかなり大ぎい．生研庁舎正門前で海械30m，六

本木交差点もほぼ同じ，材’木町．あたりで3／mが最高，

二れが北日力．「窪では16．2m，　古1「「橋辺で9．6m，ニノ

橋では5．2m，大きな高潮でも襲来すれば，たらまち水

没する低さである．

　麻布の地名は，古くは「阿佐布」，「阿左布」とかかれ

ていたが，『文政町方書ヒ』によれば，正徳3年C1713：1

このあたりが町奉行支酉Lになった頃から「麻布」と書き

改められたということであろ．地名の由来は，このあた

りが多摩川に近く，麻の生えていた土地なので，その麻

により布などを織ったということから生じた名であると

いわれる．すなわち『文政町方書E』の麻布本村町の部

には，「麻布起立之儀は，古来村名阿佐布と「日記に有之，

其後町と相唱候処，正徳三巳年町御奉行所御支配に相成

候此より，麻布と文字書改候，此訳は往古此辺一円百姓

地に而，御代官伊奈半左衛門様御支配所に御座侯，其比

百姓耕作の助に麻を作り，女子共手業に布を織ウ，又麻

苧紙と申を漉き，渡世を致候由，依之，阿左布を麻布と

第3図　広尾原一今の広尾町から元広尾町一帯
　　　（昭和3年発行，江戸名所図会より）

第4図　広尾の水車図（同上）
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文字相改候由，申伝候」とあD，また『江戸砂子』にも

「麻布の地名は能く麻の生る地にて，布の事にあらず，

又浅茅生と云て，草の浅々生る地をも云とも云，元は浅

生なり，古来の御図帳には麻生と書しよし古老物語な

り」とある，“多摩川にさらす手作りさらさらに　なに

そこの娘のここだ愛しき”．万葉の東歌が想い出される．

　いずれも麻布の地名は，麻に関係深い，麻はいうまで

もなく古代のもっとも重要な繊維原料．総（フサ）とも

いい，上総・下総の地名も麻に関連する，下総から麻布

へ，生研は麻に縁が深い．

　文献に初出の麻布の地名は，永緑2年（1559）の『小

田原衆所領役帳』の「阿左布」である．しかし地理的に

は後の麻布区と必ずしも一致しない．

　江戸初期　寛永年間（1624～43）に幕府が鷹場の制を

定めたとき，設けた「麻布領」はきわめて範囲広く，府

内にあっては青山・渋谷・麻布・飯倉・芝・三田・白金

・高輪等数百町．府下では豊島郡十六村・荏原郡五村と

なっている（『府内備考』・『新編武蔵風土記稿』）．しかし

後世はそれほど広くなく，『江戸砂子』によれば，「竜土

・桜田・谷町・市兵衛町・六本木・上ノ町。雑色をもっ

て麻布七村とす」とあり，『府内備考』では境域を「東南

は新堀川に限りて三田に対し，北は飯倉・赤坂に続き．

西は渋谷・青山に境す」としている．

　　　　　　3，原始時代から江戸まで

　さて，原始時代から戦国の世まで軽く目を走らせてみ

よう，

　麻布本村町（がま池近辺），宮村町．青山墓地西北部，

三軒家町（麻布中学校裏），飯倉町（熊野神社）等に発見

された貝塚から縄文式土器が出土，弥生式土器は赤坂氷

川神社境内古墳，都下有数の大古墳といわれる芝公園丸

山古墳から発見された．これよりみて，このあたりには

原始時代より人が住んでいたことがわかる．

　7世紀の半，大化改新が断行された頃，このあたりは

武蔵国荏原郡に属していたと考えられ，古川（赤羽川）

生　産　研　究

あたりを境として，三田・白金・高輪を御田郷，赤坂・

青山・麻布・芝を桜田郷に分けたらしい，武蔵国の原野

は牧場として利用され，旧区内には相当数の村落があワ

たと思われる．

　平安初期には，天長元年（824）空海が善福寺を建立し

たと伝えられている．

　寿永3年（1184），源頼朝が伊勢大神宮に“みくりや

（御厨）”として飯倉を献じたという記録が残ワている．

飯倉や三田（御田）の地名の起こりである．「みくりや」

は「みくり」とも言い，神領の一種である・

　また鎌倉時代の伝説として，木曽義仲の部将今井四郎

兼平が，現在の今井町を中心とする高台に，また熊谷次

第6図　笄橋一霞町交差点付近（同前）

郎直実が，芝西久保城山町よウ麻布市兵衛町一一・丁目にか

けての高台，俗称城山に居城をおいたと伝えられてい

る．頼朝挙兵の30年程前から，江戸氏と称する豪族が

第5図　麻布善福寺の図（同前）

現われ，その領地は台東・文京・新宿・千代田

・中央・渋谷・世田谷・港区に及んでいたと思

われる．

　江戸氏の後，太田道濯が江戸に入った．道灌が

暗殺され，代わって江戸城に入ったのは扇谷上

杉氏であるが，高縄原の合戦〔1524）に敗退する

と，小田原北条氏のものとなったのである．しか

し小田原城の支城として栄えた江戸城も，豊臣

氏の先鋒徳川家康に収められることになった．

　徳川家康は天正18年（1590）に江戸に入っ

たが，すでにその前小田原攻略の最中に，青山

忠成・内藤清成の両名を派遣して．江戸の都市

計画（縄張り）を開始していた．この功によっ

て内藤は今の内藤新宿一帯，青山常陸介忠成は

4
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再山に宏大な邸地をkまわった，『参考落穂集』，『寛政

系譜』等の説によれば，家康がこの地に鷹狩の際，青山

忠成に命じ，老馬をもって一円に乗り回らせ，その地を

たまわったものであるといわれている．西部劇を思わせ

る話で，老檜な家康の図に当たって，馬は途中でたおれ

て死んだが，その地は非常に広大なもので，青山南町・

北町の過半，新坂町，’t’町方面まで含んでおり，老馬の

倒れた地に塚を築き，これを駒留八幡（破れ八幡）と称

したという、この八幡祉は，明治初年まで新竜土町2，

乃木坂下り口の交番の向いの教運寺のそばにあったか

ら，その邸地は竜土町にまでおよんでいたのである，

　また青山高樹町には，町名由来の元となる高木主水正

正次が，早くから邸を構えていた，

　六本木町は，もと飯倉六本木と称し『御府内備考』に

よると松の巨木が6本あったからだといわれ，また他の

書物では上μ・朽木・高木・青木・片桐・一柳と木に関

係ある6人の大名の中屋敷あるいは下屋敷があったから

だという．

　今，六本零交差点のそばに四つの寺が散在する，寛永

の頃，二代将v秀忠夫人1淀君の妹1の葬騰が行なわれ，

このあたりで．蓑毘に付された．隣式を勤めた深広寺・光

専寺・正信寺・教善寺にこの地をたまわり，寛永6年

（1629〕に移転してぎた．徐々に門前町として六本木から

飯倉にかctて発展してきたのである．元緑年間には，数

十騎の旗本がこのあたりに移ってぎた．

　現在の交差点は，当時の正信寺・光専寺の門前に相当

し，御書院番組のあたりが麻布警察署である．

　　　　　4．“りbうど”起源と檎屋敷

　生研の止門を出るとすぐ六本木の方に抜ける斜めの道

がある．その途中左側に，あまり目立たない鳥居が立っ

ている．これ、」麗士町の氏神である天祖神社で，もと竜

土神明といった．伊勢大神宮を祀っている．

　起立は後小松天皇至徳元年（1384）で，以前飯倉城山

（現西久保斌山町〕にあった，元和年間（1615～23）城山

が，幕府の御用地となったので現地に移ったのである．

　毎夜，竜が1呈川の浦から灯明を献じたので童灯山と称

し，これが竜．七町の地名の起こりといわれている．一説

には，城山付近には漁師が住んでいたが，竜土神明とと

もに，この地に移り，漁師（猟人，かりうど）の称が，

なまったともい5．いずれも確かでない．また流道の文

字をあてるともいわれるが、大雨の降った時など，まっ

たくビッタ1）する．

　幕十一の切絵図などには，竜土六本木とか竜土材木町と

かiばくぜんと，　しかも広い範囲に竜土町の地名がわ

たっている．大部分武家堅敷地であV，若干の寺院地が

含まれていた．明治5年〔1872），御先手組屋敷・大番

組屋敷その他をあわせて正式に竜土町を立てた，また明

治11年C1878）郡区町村制施行の際，鍋島甲斐守（肥

5

前蓮池5万石）・鍋島備中守（肥前鹿島2万石）・伊達遠江

守（宇和島10万石）の上屋敷地，寺地，畑地と原宿村

の飛地の一部をあわせ新竜土町が独立した．

　家康の入府後，江戸の町々もようやく整い，泰平の世の

中になった頃，麻布はほとんどが諸ナ名の中・下屋敷・寺

院であり，わずかに町家・百姓家があった．郊外閑寂の地

であるため，四季折々の楽しみを求めて文人墨客の杖を

引くところで，“うぐいすを尋ね尋ねて麻布まで”と句

にまでうたわれているように，のどかなところであった．

　今の防衛庁の一帯は，檜町の名の起こりとなった俗称

檜屋敷跡である．大熊喜邦博士も「麻布御屋舗大差図私

考」健築雑誌，大正8）で考証されているが，長州藩主

松平大膳大夫の中屋敷があった．邸内には多数の檜樹が

あったという，その庭園は「清水亭」とよばれ、江戸名

第7図　松平大膳大夫中屋敷（桧屋敷）「清水亭」跡，

　　　後方は防衛庁

園の一つec数えられたものであった．現在防衛庁の裏手

にある公園がこの庭園跡である，荒れてはいるが柳樹の

影が池に落ち，子供たちのよい釣り場になっている．

　元治元年（1864）7月，長州藩が蛤御門の変を起こし

た時，むかっ腹を立てた幕府は江戸の長州藩邸取殼しを

命じた．上屋敷の方は，文久2年（1862）捜夷論で幕府

と衝突した時に，大方引き払って国許へ運んだ後だった

が，檜屋敷の方は多数の土蔵建物を強引に引き潰した，

　この時の始末を『嘉永明治年間記録』は，つぎのよう

にのせている．「幕府に於て毛利家の江戸邸を鍛つ（元治

元年甲子8月）八月十一日，十二日，十三日江戸中火消

人足御呼揚げ，暁七時頃より出火の通り江戸市中目身番

屋にて半鐘打立，夫を合図に江戸中人足集い，諸道具類

諸書物類は越中島にて焼捨る，此時上屋敷は既に去文久

二戌秋，家族国邑引越しの時，建家荒増取払い国許へ運

送せし由，四方長屋向は存したるに依て，此度不残引蹟

L，檜木屋敷と唱ふる中屋敷は土蔵二十ケ所会．普請惣

体建坪二万坪と云，柱通二三尺上より大鋸又は新斧を以

て伐付1十，大綱を付けシャチにて巻ぎ不残引潰ぜしが，

畳建具瓦等其儘にて引潰したる故，大に取片付に難渋，

格別の手間掛り，江戸中の人足数日御呼上げ，本品は江

5
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戸1栂日・星へ下されと成る」．二：り1嚢敷跡｛よII．1治に入ると冨

収され，第1逗1・家が移ってくる．

　　　　　　　5．　善福寺と深広寺

　麻布11［元町には，｝．塁i∵〔寺につぐ江戸の．占刹善福寺がv

る．天fも亡年8241弘法大師∫の調創と伝えられるが，親

鷲聖人巡錫り折に真宗に改宗したとい5．地にさLた聖

人の杖が芽を、ぎ，聖人御杖の銀杏，また逆銀杏とLて

世に存名であり，天然記念物に指走きれ『⊂いる．女政6

年〔18591：の芋にアメリカ公使館u置かれ，下田Lリ

ハリス，ピ＝一スケンらが移ってぎた，『善福寺略史』

第8図　麻布善福寺内ハリス記念碑
　　（朝倉文夫彫刻，益田孝雷）

に「ハUスは，本堂南同の脇ノ問の上を居所に，次の間

を応接等くに，下陣の南縁側を良堂として不便な生活をし

のいでいた，また，ハリスはLI米の国交に支障となる事

件のア諸をおもって，口常は門外に一歩も出ず，b？一　／yの

運動はいっさい本堂の縁側で行ない，そのために本堂の

樫の板は寸余もおしつけられた」と伝えられている．

　1：IJ泊8軍［1175．）築地鉄砲洲の1苫留地内に，公使館が

言牡⊥される迄公館として使∫［1され．ていた．1司寺の境内に

は朝．含文夫彫刻のハリス胸像銅板をはめ，ハリスのボー

イをつとめ後に初代アメiJ力公使になった三井の大．番頭

流出孝趣こよる記念碑が建てられている．ガ延元年

t18601）中ノ僑で襖夷派の浪士に暗殺されたハリスの．通訳

ヒュースケンの墓に，麻布冨±見町光林寺にあろ．

　近くの寺でek，六本木交：差，［！11tから少瞳上町より・ぐス

仔留所のところに深広芋がある．芋内に高名な偏者佐藤

一斉の芸があり，都の史蹟に指定されている，佐藤一・斉

は，むしろ渡辺華山描くところの肖隊画でよく知られて

いる，戦災で本堂も焼失L．，．芋とは名ばかりの小さなも

のになってしまっている．かっては，その縁日に今の電

車通に島掌店が並び，たいそう賑ったという．

　　　　6．　明治　　ラッパのひびき一

　慶応4年C18b8，大政奉還後，江戸は東京と改称され

東京府が開設された・

　讃藩JJは廃止あるいは縮少され，旗本その他の「Hl蕃士

はほとんど居所を転じた．また明治4年C1871）には，
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寺社の朱印地の．ヒ納を命じた．二れにより箸地の激増之

地価の大暴落をきたし，武家に依存Lてい∫二町八〔⊃央業

する者，ゴ多く，繁華な街も衰退り一歩をにどった．

　新政府はその対策として，明治2年1上8舳1赦1の上

地跡を開墾させ，主として桑・茶を植え．つげさ．廓こ一昌

地は1Dカ月間無税，桑茶園は42力目間無税とL．43

カ月目から6力年の間，土地から生ずる利．分のL5分の

1をL納させる法をとった，それにより桑茶．綻培ガ．t涯

行することとなったが，漸次市街の発展1．二ともない減少

していっだ、現在，諸所に桑・茶の樹が毘bれ7Dに，

この時の名ごりである．

　暇台になって，新竜土町・檜町・青山南町一一丁園あた

りはまったく官爾の地となった．長州楼星敷路ζは礎滑

6乍rl　1873　J東球鎮台歩兵第1連隊第2大隊，第3二kl年

力移ってきた．洋式の兵舎がら朝タラ’」パのぼが聞二え

てくるよ弓になったのであるが，まだまだ臼舎で，三汀

台あたりには牧場があウ，牛乳を売る店がありた，F．：浴

17解（1884〕，芝愛宕下1．二あった第1ガ離も移転Lてき1

歩兵第1迎隊全部が槽町兵舎にまとめられk、ニニ乙

は，明冶11～16年rl878～83：まで乃木希典が連「犀長

として｛jltl一していた、

　生研の所在地新竜⊥町が独立したのは明治11年．1呂751

であるが，明治5年、1872）当時にきかのぽって戸数・人

L」をみると，まったく寂しいと二ろである．人口rっずか

29入，しかも本籍を有するもの華族1戸，僧侶1戸で士族

9戸は寄留凍京府戸数人コ調査）という状態であった．

この時麻布区全体では，人口21，660人，戸数5532戸で

ある．全戸数中士族戸数が取も多く79％をしめて、．る．

　明治21年1／1E88．），呉服橋内にあった東京鎮台歩宍第

3連隊が，当時最新の兵舎といわれた煉瓦造3階達・⊃建

物に移ってぎた．生研り敷地’．eある．丸の内の三菱ウ．原

の払下げ計画が進行していたときで（三菱への払下げ決

定は明治23年〕，その鎮台移転の先頭を切ったdiりであ

る．このかいわいにも，ぼつぼつと兵隊相手の店ゲ塊わ

れ，休Lrなどにば賑った．兵隊O給料日〔りカアェ．ぐは．

普通のお客はいくらお金を持っていても相手にされな

かったという話を聞いた．

　昭和3年0928＞8月には，現在の3階連鉄筋県舎が

できた，この建物竜当時としてに最新式の兵舎で，「建

築雑誌」昭和3年5ユ2号に詳網が紹介されている、Cの

歩兵第1，第3連隊および近衛歩兵第3、1皇隊の呈遣派青

年将校たちが，兵1400をひきいてけっ起したのが．昭

和11年2月26日Oいわゆる2・2δ事件であ昌．

　戦後，第1連隊兵舎と同じく接収され，ハーデd’iテ

ックスと呼ぶ駐留軍兵舎となっていた．

　　　　　　　　T，文学散歩
　生研近辺の文学散歩は，まず竜土軒から始まる、竜二

軒はフランス料理の店として，古くから有名である．亘
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第9図　歩兵第3連隊兵舎，煉瓦造3階建，明治21年12月竣エ

洋人のところでまなんだという主人が，店を出したのは

もう60年も前の明治33年／1900）である，このハイ

カラな料理店を見つけてやってきたのが，日本で最初に

西洋美術史を講じたrl’村透で，旧白馬会の和田英作や岡

田三郎助などフランス帰りの新進画家たちが，逐次集ま

るようになつた．白馬会は明治29年〔1896／黒田清輝・

藤島武二らが，明治美術界の官僚性に反ばつして結成し

た会である、赤坂あたりにあった一ぱい飲屋に集って，

白馬という名のショーチューを汲みかわしていkところ

から出た名という．こうしたなかから印1治37年11904｝

頃に竜土会ガ始まった．それまで牛込の柳田国男の家に

集って，芸衝談にふ［tっていた国木田独歩・田山花袋・

島崎藤村・川上眉山・小栗風葉・蒲原有明らが，去場を

竜土軒に移し，竜土会と称したのである．画家・作家・

詩人の多彩な顔ぶれであったが，しだいに作家が多くな

b，『自然主義文学は竜土軒の灰皿から生まれた』1近松

．TJ江1といわれコほど盛んになった，しかし明治41年

〔19〔］S）独歩が死に，藤村が大正2年U913］渡仏する頃

にな：）とすつかり衰え，会も終わりにな”tたが，飯称片

田］．に住んでいた藤樗など1よ，その後もとぎどき竜ヒ軒の

月．隅で，在りL口を炉Lんでひととぎを過ごしたとい弓．

　大正4年c1915’／／第2期の竜土会が始まり，田山IL貰

・徳田秋畜・近松秋江・小山内焦などがしばしば姿を見

せた．早稲田派り」門派・文学界派・硯友礼派など．）1時

の文壇のすべてこり派を．↑む会であった．まだ若かった・1・

山内軍㍗「許ノ、も来た，小説をも来t二，評論家も来た．

画雫も来た、私のような後輩ほ，この査へ出席できると

いうだけでも，非常な応激であり，非常な光栄であつ

た．」と記している．

　その他，近辺ゆ文学遣跡を訪ねてみると，飯倉片町郵

政省前の電車適りから，狸穴坂（．ソヴィエト大使館脇の

第10図　飯倉片町藤村旧居跡より植ホ

　　　坂をのぞむ

坂1と平行の急な植k坂を南へ下りきる，おりきった左

手は道より2～3m低い空地になっている．ちsうビそ

の前あたりが島崎藤村の旧居跡である，彼は西久保桜川

町の旅館で「桜の実の熟する時」を書いたのち，大］E7年

ほ918）ここに移り，約18年間住んだ，「新生」・「エト

ランゼエ」・「夜明け前」などを著し．，彼がもっとも落ち

着いて仕事をしたのはこの頃であった．「飯倉附迂」2

いう文章の中にも，このかいわいの情景がでているが，

昊の鳴くような静かな谷間の町であった．

　植木坂を登り都霊通りへ出，郵政省から少し六本大よ

P｝の道を右へ，麻布小学校の前を遭り，T字形：こ突ぎあ

たった通ウを右に折れろ．霊南坂．通りへ出て，フランス

／ぐ使館の手前の坂を左の方に下る，ごろごろした砂利道

を行ぎ止った右側一帯が麻布市兵衛町1の6．永井荷風

の偏奇館のあったところであろ．大正9年（D20〕5月

42才のとき，木造2階建の偏奇館を新築．戦災で同eeb：

焼失するまで約25年ここに住んだ．彼はここで「ニノL

の妻」・「つゆのあとさ劃・「墨東綺言ン：」などを著わL，

偏奇館炎上戻）ありさまは，「罹災「1録」に書かれている．

そのほか，生研庁舎付冴，旧麻布区内には春秋に杖を引

く名所・旧蹟が多い．巷嘆rDしみた身に．思いがけず一

刻の消遊を得た場所も多い．

　　　　　　　　お　わ　り　に
　駈け足で生研庁舎付近の歴史を見た．1き＃ヒした二
とも多いが，また折を見て補ってゆぎたい．．｝む土地1ご
愛着をも．ら，目要力乱落ちつくこと｝二よっ『〔「τ禦ミ琴斗｛∫5P二［学：

の研究が，少しでも増進されうとしたら，筆話らの1『外
の幸いである．なお衣稿陣，昭和38年9日「i．研にお障
ろ輪講会の村松の講演に手を入オ1たもの．．［’S，E，．勤料ヒ

してe．．「赤坂区史」・1一麻布区史」・「泥区［史」などの．世『

になった．野田宇太郎灰の「新東京文学散歩こもたいへ
ん参考になった．また麻布図書館長をはじめ多くのカ々
のご教示も有難かった．記して厚くぜ謝すぞ，，

　　　　　　　　　　　　　（1963　年　11　月　 4　日受理｝
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